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うした持続は自身の実在性を担ってはいない．むしろ，1 つ 1 つが個別的に完結し
たそれぞれの静止画の実在こそが具体化されるのである．
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在的個体として，空間的に指示し続ける．例えば，［図7］の場合なら，インジケー
























い．尚，2つの時間性に関しては，宇野2012: 187–188，Deleuze 1969＝2007: 上22を参照．ま
たそれを（本稿第 3 節で考察する）「此性」や運動と合わせて述べている箇所として，Deleuze/





















































































は「此性」［16］として個体化している，と云われる（Deleuze/Guattari 1980: 318＝1994: 
301）．逆に云えば，この此性としての個体性を捕まえ，その個体化の力動に触れよ
［13］差異的 ＝ 微分的な生成が端的に語られている箇所として，Deleuze 1968: 314–322＝1992: 
365–370 参照．
［14］ドゥルーズ（とガタリ） が関心を向けるのは，ある事象や事物がどのような場合に，どの
ようにして，そのようになるのか，という問題であった．Deleuze 1990＝2007: 57–58 参照．
［15］“apodictique”．フッサールが直観の原理的，本質的名証性を示して使う言葉（“apodiktisch”）
につながる．ある事象や事態があらわれているとき，それが存在し得ない可能性やその存在へ






























223–225 を参照．またドゥルーズ自身の記述としては脚注 13 であげた箇所を参照．
［18］強度量は内包量とも訳されており，しばしば対概念として外延量（長さなど）を伴って語
られる．強度量とは延長的な分割ができない量であり（が分割は可能），温度や速度としてあら
われる．例えば 50°C という温度は 2 つの 25°C に分割することはできない．加えて，25°C と
50°C は同じ温度ではあり得ない．つまり，その量の差異は本性的な差異としてある．このよう
な量が強度量と呼ばれる．Deleuze 1968: 305＝1992: 354 参照．
［19］「人称や主体，あるいは事物や実体の個体化とはまったく違った個体化の様態（un mode）
がある．われわれはこれをさして〈此性〉heccéité と呼ぶことにする」（Deleuze/Guattari 1980: 
318＝1994: 300）．（）括弧内は引用者が原文の該当部分を追加したもの．また質が常に延長と
組み合わさっているのに対して，強度量はそれらと独立したもの，である．それについては，

























れら自体を特異なものとして生成している強度や差異への思考が，1 つ 1 つの経験



























































































































































ムを基本的に 1 枚 1 枚手書きしている．また，時間的な問題意識を顕著に持つ日本の（商業的
にも）代表的なアニメーターの手法を論じたものとして， 松野 2009 を参照．
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